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       今まで本校でご活躍いただいた教

職員の方々から、異動のご挨拶をい

ただきましたので、ご紹介いたしま

す。 
 

 

 

この地域のより一層の発展を心から祈っています 

校長 青坂 信司 

校長の２年間、そして教頭時代の４年間を合わせると６年間、上西中にお世話

になりました。この６年間、保護者の皆様、地域の皆様には大変お世話になり、

感謝しても感謝しきれないほどのご恩を感じています。お酒を飲みながら、この

地域のことや学校の将来について、熱く語り合ったこと。時には喧嘩になりそう

な勢いで、自分勝手に、自分の思いだけを地域の皆様や保護者の皆様にぶつけて

いたこと。大変申し訳なかった思いと共に、教師というのは、どのように地域と

共に生きるのかという根本的なことを学ばせてもらった感じがしています。校長

となっての２年間、校舎改築に向けて、保護者・地域の方々と共に取り組み、よ

うやっと設計図が出来上がったことが何よりの思い出となりました。新しくなる

校舎は、地域に根ざした教育がより一層推進できる施設設備になります。上西中

の生徒たちが、今後何十年にも渡って、誇りと愛着を感じられるものになると確

信しています。ありがとうございました。さようなら。 

６年間お世話になりました。ありがとうございました   

久保杉伸一 

初めての別海町での勤務。振り返ってみるとあっという間の６年間でした。昨

年度は９年ぶりに学級担任を受け持たせていただき，私にとっては張り合いもあ

り，嬉しいこと，楽しいことがたくさんありました。とても充実した毎日を送る

ことができたと思っています。また，全学年の理科を担当してきましたが，「説明

が長い」とか「同じことを何回も言ってくどい」と思われていたかも知れません。

あまり言いたくない「おやじギャグ」も時々言ってきました。言い訳になります

が，中学生だった私が理科の学習の中でよく理解できなかったこと，何度もミス

を繰り返したことを，生徒にはできるだけ分かりやすく伝えたいという気持ちが

あります。良く言えば，真剣に向き合って勉強したいということなのですが，や

はりくどかったのは事実でしょう。バレー部は現在部員２名，合同チームを組ん

で活動しています。生徒が減少する中で学校単独チームを組むのは難しいです。

そんな中でも頑張っている２名の部員たちに一言。「頑張れ！これが青春だ！」 

 

 
  ありがとうございました  
                            川口由美子 
今から五年前に大学を卒業し、初めて教員として勤めたのがこの上西春別中学

校でした。素直で明るく笑顔あふれる可愛い生徒たちに囲まれ、充実した日々を
送ることができました。振り返ると楽しかった事ばかりが思い出されます。 
右も左もわからない私に、あたたかく接してくれ、たくさんの事を教えてくだ

さった保護者の皆様、地域の皆様には本当に感謝の気持ちでいっぱいです。 
長女を出産し、二年間の育児休業をいただいておりましたので約三年間の勤務で
したが、大変お世話になりました。 
次年度からは根室市で再スタートです。上西春別中学校で学んだことを活かし、

頑張りたいと思います。ありがとうございました。 
 

 

 

 

 



上西春別中学校の校訓 【自主・協働・健康】   

※青少年の健全育成に向けて「早寝、早起き、朝ごはん。テレビを止めて外遊び」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   みなさん、お世話になりました。ありがとうございました。 

                             金子 雅美 

  5年間という短い時間ではありましたが、多くのことを学ばせていただきま 

した。本当に感謝しています。ありがとうございました。思い起こせば 5年 

前、８０人いた全校生徒が今では 5８人・・・。あれよあれよと言う間に減っ 

ていきました。しかし、人数は減っても元気の良さは変わらずで、授業でも、 

行事でも、子どもたちのエネルギーを感じ、彼らの頑張りや成長を目の当たり 

にするたび、感動する毎日でした。 

  特に、最後の 2年間は担任を持たせていただき、保護者の皆さまのお力を 

お借りしながら、充実した毎日を過ごさせていただきました。子どもたちから 

は、怒られた思い出がほとんどだというようなコメントをもらい、そんなに怒 

ってしまっていたか？と少し反省しました。 

4月からは上西春別中学校での経験を土台として、新しい土地で心機一転 

頑張っていきたいと思います。生徒の皆さん、保護者の皆さま、本当にお世 

話になりました。ありがとうございました。 

  

  

   みなさん、お世話になりました 

                             澤野 健児 

 みなさん、お世話になりました。１１ヶ月という短い期間と、週に１日だけと

いうお付き合いでしたが、技術を教える仕事ができて、本当に幸せでした。 

 行事もいくつか参加できて、みなさんとサッカーをしたこともありました。い

い思い出になりました。しかし、別れの時が来てしまいました。 

 みなさんどうかお元気で。 

 

 

 

たくさんの経験をさせて頂き、ありがとうございました。 

  子坂 岳史   

 この２年間は、色々な挑戦がありました。昨年度は音楽科の他に美術科を担当

させてもらい、佐藤先生と組んだ初めての生徒会、初めて長期間指導することに

なった吹奏楽部。どれもこれも不安だらけでしたが、いつも元気で笑顔が絶えな

い生徒たちと関われたことが幸せであり、大変充実した毎日でした。仕事の効率

が悪いせいか、夜遅くなってしまったり、後手に回ってしまったりなど、先生方

や保護者の方々には大変ご迷惑をかけてしまいました。しかし、色々な形でご支

援ご協力頂き、ここまで乗り切ることができました。本当に感謝申し上げます。

ありがとうございました。 

 吹奏楽部では、地域の方々の支えがあるからこそ、活動・運営できるものだと

実感することができました。一つの山場である定期演奏会では、たくさんの地域

の方々をはじめ、後援会である保護者の方々には色々なお手伝いをして頂き、子

どもたちにとって良い思い出に残るものになったのではないかと思います。日々

成長する子どもたちに最後まで顧問をさせて頂いたことに感謝しております。 


